
以上）ほどの年数を要する(Kagayama, 2020)．

死亡率は若齢期に高く，矢部（2002）は卵の

段階で90%近くが死亡していると報告してい

る．また，標識再捕獲調査により生存率を推定

した筆者が行った研究によると，１～４歳ほど

の若齢期（幼体）の生存率は50%前後であるが，

成体まで成長すると生存率が劇的に高くなり，

オス（５歳以上）では約80%，メス（８歳以

上）では90%を超えていた(Kagayama, 2022)．

これは卵や幼体は多くの捕食者に襲われるが，

身体の大きな成体まで成長すると主要な捕食

者がいなくなるためだと考えられている（加
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はじめに

日本固有種のニホンイシガメは本州，四国，九

州及び周辺島嶼に広く分布する普通種であったが，

様々な人為的な悪影響を受けて各地から消失し

つつある (Yasukawa et al., 2008)．これまで環境

省のレッドリストにおいて情報不足(DD)とされてい

たが，第４次レッドリストより準絶滅危惧(NT)に指

定されることとなり （環境省，2012），保全対策の

必要な種へと仲間入りしてしまった．各地で進行す

るニホンイシガメの局所絶滅を食い止めるために

は，まず生息状況や生活史に関する基礎情報を

収集するとともに主要な減少要因を把握した上で，

生態的特徴に合わせた適切な保全対策を検討・

実施する必要がある．本稿では，これまでに筆者

が行ってきた研究を中心に，ニホンイシガメの主

要な減少要因と個体数の回復を困難にさせる生

態的特徴について紹介する．

ニホンイシガメとはどんな生き物か？

多くのカメ類と同様に，ニホンイシガメを特徴付

ける生態的な特徴は遅い性成熟と若齢期（卵や孵

化幼体）の高い死亡率及び成熟後の高い生存率

である（図１）．ニホンイシガメは成熟可能な体サイ

ズへと成長するまでに，オスでは約３年（背甲長

80mm以上），メスでは８～10年（背甲長150mm

図1．ニホンイシガメの生活史
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賀山・小賀野，2021）．このような特徴から，

本来，ニホンイシガメは短期間に個体数が大

きく増減するような生き物ではないが，一度

でも個体数が激減すると容易には回復しない

ことが予想される．

ニホンイシガメの減少要因

ニホンイシガメを減少させる主要因として，

河川改修や圃場整備，埋め立てなどの非生物

的要因，ミシシッピアカミミガメなどの外来

カメ類との資源競争（日光浴場所や餌資源）

や外来種クサガメとの交雑に伴う遺伝子浸透

や繁殖干渉，特定外来生物アライグマによる

捕食などの生物的要因，商業目的の乱獲など

の様々な要因が指摘されてきた（藤田・寺岡，

2013；小賀野他，2015；加賀山，2021）．し

かし，これら先行研究の多くは減少要因と考

えられるものを単に指摘したものばかりで，

ニホンイシガメの個体数を減少させることを

定量的に評価したものはほとんどなかった．

そこで，本稿では外来カメ類とアライグマが

ニホンイシガメの分布や個体群動態に与える

影響の評価について取り組んだ筆者の研究事

例を簡易的に紹介する．

外来カメ類による影響

ミシシッピアカミミガメやクサガメなどの外来種が

ニホンイシガメに与える悪影響はよく分かっていな

い．これは，外来カメ類が平野部を中心に分布す

る一方で，ニホンイシガメは丘陵地を中心に分布

する傾向から（矢部，2002），在来種と外来種が棲

み分けているとの考えがあったためである．しかし，

近年になると，外来カメ類が生息しない，または少

ない地域ではニホンイシガメが平野部にも分布す

ることが分かり（例えば，谷口他，2015；加賀山他，

2017）， 本来，平野部から丘陵地にかけて広く分

布していたニホンイシガメの分布域に外来カメ類

図２．在来種と外来種間の棲み分け様分布の形成

過程に関する仮説の概略図
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が侵入し，分布の重複する平野部等でニホン

イシガメを駆逐したことにより，ニホンイシ

ガメと外来カメ類間に棲み分け様の分布パ

ターンが見られるようになったとする仮説が

立てられた（図２）．

外来カメ類がニホンイシガメに与える影響を

明らかにするためには，同所的に生息する環

境から外来カメ類を排除し，ニホンイシガメ

の個体数が回復（増加）することを示す必要

がある．しかし，前述したようにニホンイシ

ガメは増えにくい生き物であるため，このよ

うなアプローチから迅速に影響評価を行うこ

とは困難である．そこで， Kagayama et

al.(2020)は生物の分布情報と環境要因から生物

の分布を予測することが可能な種分布モデル

を用いてカメ類３種の生息適地を予測し，在

来種と外来種間の重複度合いを評価した．そ

の結果，ニホンイシガメの生息適地は平野部



今後の課題

様々な人為的な悪影響を受けて減少するニホ

ンイシガメを保全する上で，どの要因が最も

重大な影響（相対的重要性）を与えているの

か，減少を食い止める上で改善が必要な全要

因（主要な減少要因）は何かを明らかにする

ことは必須な課題である．現在，河川改修や

土地利用変化などの非生物的要因，ミシシッ

ピアカミミガメ，クサガメやアライグマなど

の生物的要因がニホンイシガメに与える影響

を包括的に評価する研究に取り組んでいる

（例えば，加賀山，2021）．このテーマに関

しては，またの機会に紹介したい．
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